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一

　

問
題
の

所
在

　

東
大
寺
の

宗
性
（

一

二

〇

二

〜
一

二

七
八
）

は
、

鎌
倉
時
代
に

お

け
る

華
厳
宗
屈
指
の

学
匠
で

あ

る
。

宗
性
の

自
筆
本
は

約
五

〇

〇

点
が

現
存

し
、

そ
の

中
に

は
、

法
勝
寺
御
八

講
等
の

法
会
に

お
い

て
、

他
宗
の

学

僧
と

論
義
を
行
う
必

要
か

ら

書
写
し
た

論
義
書
等
の

文
献
が

多
く
含
ま

れ

る
。

天

台
教
学
研
究
の

観
点
か

ら
注
目
す
べ

き
は
、

宗
性
が

、

延

暦

寺
の

智
円
（
一

二

〇
一

〜
一

二
亠

ハ

八
）

等
か

ら

借
覧
し

、

書

写
し

た

論
義

書
等
の

抄
出
文
献
が

少
な

か

ら

ず
現
存
す
る
こ

と
で

あ
る

。

鎌
倉
期
以

前
の

天
ム
・

教
学
の

嚢
書
が

ほ

と

ん

ど

散
佚
し

て

い（

旗
状
に

鑑
み

れ

ば
、

宗
性
が

書
写
し

た

文
献
が

有
す
る

意
義
は

大
き
い

。

し

か

し
、

論

義
へ

の

出
仕
が

目
的
で

あ
る

関
係
上

、

そ
の

研
鑽
は

体
系
的
と
は

言
い

難
く

、

抄
出
さ

れ
た

記
述
の

脈
絡
を

見
出
し
に

く
い

部
分
も

多
い

。

そ

こ

で
、

本
論
文
で

は
、

「

三

大
部
私
記
」

を

著
し

た

証
真
（

一

＝一
＝

頃

〜
一

二

二

〇

頃）

の

著

作
の

受

容
形

態
を

検

討

す
る

。

宗
性

が

書

写、

抄
出
し

た

天

台
関
連
の

文
献
全

体
を

概
観
す
る

に
、

証

真
の

教

説
は

散

見

す
る

程
度

で

あ
る

。

し
か
し

、

建

長
二

年
（
一

二

五

〇
）

乃

至
五

年

二

二

五

三
）

に

か

け

て

抄
出

し

た

『

天

台

宗
疑
問
論
義
用
意
抄
』

第
二

乃
至

第
六

に

は
、

比

較
的

多
く
の

引
用
が

確
認
で

き
る

。

特
に

第
六

に

は
、

ほ

ぼ

全

編
に

わ

た

り
証
真
の

『

止
観
私
記
』

が

引
用

さ

れ

る

な
ど

、

建
長
年
間
に

は
、

宗
性
が

意
識
的
に

証
真
の

著
作
を

披
見
し
た

こ

と

が

推
測
さ

れ
る

。

以
下
『

天

台
宗
疑
問
論
義
用

意

抄
』

第
六

に

お

け
る

習

学
の

様
相
を
中
心
に

、

彼
が

学
ん

だ

天

台
教
学
の
一

端
を

明
ら

か

に

す

る
。

二

　
宗

性
に

よ

る

天

台
教

学
習
学
の

傾

向

　
宗
性
を

含
め

、

当
時
の

南
都
北
嶺
の

所
謂
四

箇
大
寺
の

僧
侶
が

公

請

に
よ

っ

て

出
仕
す
る

格
式
の

高
い

法
会
の

特
徴
は

、

以

下

の

と

お

り
で

あ
る

。

講
問
論
義
に

お
い

て

は
、

南
都
と

北
嶺
の

僧
侶
が

対
論
し

、

講

師
は

各
自
の

宗
派
の

教
学
上

の

論
点
に

関
し

、

他
宗
所
属
の

間
者
か

ら

の

問
い

に

答
え
る

仕
組
み
で

あ
っ

た
。

論
題
は

、

原

則
と

し
て

、

経
文

の

理

解
を

問

う
問

題
と

、

各
宗
派
の

中
国
の

祖
師
達
の

教
説

、

或
い

は
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著
作
の

記

述
の

理

解
に

関
す
る

問

題
が

出

題
さ
れ

る
。

発

問

す
る

側

も
、

講
師
が
專
門
と

す
る

教
学
に

無
無
で

い

る
こ

と

は

許
さ

れ

ず
、

当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
（

2
）

時
の

学
僧
達
は

、

諸

宗
の

教
学
に

精
通
す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

　

右
の

よ

う
な
傾

向
か

ら
、

習
学
す
べ

き

天
台
教
学
の

範
囲
は

、

中
国

天
台
の

教
説

、

す
な
わ
ち
天

台
三

大
部
や

、

湛
然
の

註
釈
の

理

解
が

中

心

と

な
る

。

そ
こ

に
、

湛
然
の

教

説
の

理

解
の

た

め

に
、

需
下
の

末
註

が

加
わ

る
。

宗
性
の

書
写
に

か

か

る

天

台
関
連
文
献
の

う
ち

、

単
独
の

著
者
に

よ

る

も
の

が
、

道
逞
の

『

法
華

経
文
句
輔
正

記
』

の

み
で

あ
る

と
い

う
事

実
か

ら

も
、

習

学
の

深
度
は

看
取
す
る
こ

と

が

可

能
で

あ

る
。

た

だ

し
、

右
に

述
べ

た
よ

う
に

、

宗
性
が

天

台
教
学
を
学
ぶ

に

あ

た

吟
、

資

料
を

提

供
し
た

の

は
、

智
円
な
ど

天

台
宗
の

学
僧
で

あ
る

。

そ

れ

を

通
じ

て
、

同
時

代
の

日
本
天

奮
の

教
学
が

宗
性
の

視
野
に

入
っ

て

来
る
こ

と
は

、

自
然
な
成
り
行
き
と

も
い

え
る

。

以

下
、

証
真
の

教

説
の

受
容
の

形
態
を

検
討
す
る

。

三

　
証
真
の

著
作
の

抄
出
に
つ

い

て

　

宗
牲
は

、

建
長
五

年
（

一

二

五一一一
）

五

月
四

日
か

ら
蓋

日
幾
に
わ

た
っ

て

開
催
さ
れ
た

仙
洞

最
勝
講
に

出
仕

し

た
。

第
二

日

暮
座
の

問
者
と

し

て
、

延

暦
寺
の

経
海
と

、

「

間
。

雑
、

心

論
意

、

可
レ

許
二

欲
界
有
レ

定
義｝

耶
。

答
。

不
レ

許
レ

之
也

。

」

と

い

う
問
答
を

行
っ

て

い

る
。

欲

界
に

お

け
る

定
の

諾
否
に

つ

い

て

は

様
々

な

立

場
が

あ
る

。

『

雑
阿
毘
曇
心
論
』

で

は

容
認
す
る

か
、

と

い

う
闇
に

対
し

、

こ

れ
を
否
定
す
る

議
論
で

あ

宗
性
が

学
ん

だ
天
台
教
学
（
松
　
本）

る
。

『

仙

洞
最

勝
講

井

番
論

義
問
答

記
』

に

よ

れ

ば
、

間
者
か

ら

は
、

慧
思

『

法
肇
経
安
楽
行
義
鰊

の

無
相
行
に

関
す
る

「

諸
余
禅
定
三

界
次

第
。

従
欲
界
地

、

未
到
地

…
…

是

阿
毘

曇
雑

心
聖

行
。

」

（
大
正

四

六
・

七

〇

〇

頁
上
）

と
の

記
述
を

根
拠
と

す
る

問
難
が

行
わ
れ

て

い

る
。

　

宗
性
は

、

こ

れ

に

先
立
つ

四
月
下
匂
に

、

こ

の

問
答
の

典

拠
を

含
め

た

詳
細
を

、

『

仙

洞
最
勝
講

疑
問
論

義
用

意
抄
』

第
亠

ハ

と

し

て

用
意
し

た
。

事
後
の

建

長
五

年
一

〜

月
五

日

に

は
、

『

柚
洞

最
勝

講
論

義
抄
』

第
六
を
ま

と

め

た
。

前
者
に

は
、

問
答
の

要
文
と
し
て

、

右
の

「

法

華

経
安
楽
行

義
』

、

『

雑
阿
毘

曇
心

論
』

巻
七
（

大
正
二

八
・

九
二

八

頁
中
）

及
び

巻
八
（

大
正
二

八
・

九

三

八

頁
下

〜

九

三

九

頁

上
）

、

『

大

智
度
論
』

巻
七
（

大
正
二

五
・

＝
○

頁
中
）

、

僧
侃

『

智
度
論

疏
』

巻
二

末
の

記

述
に

加
え

、

『

摩

訶
止

観
』

巻
九
上

の

文
と

、

湛
然
の

『

止
観
輔
行

伝

弘
決
』

及
び

証
真
の

『

止

観
私
記
』

の

註
釈
を
列
挙
し

て

い

る
。

後
者

の

『

秘
洞
最
勝

講
論
義
抄
』

に

も

同
じ

論
義
が
取
録
さ

れ
、

要
文
は

大

幅
に

増
広
さ

れ

て
い

る

が
、

や

は

り
『

摩
訶
止

観
』

以

下
の

記
述

を

見

出
す
こ

と

が

で

き

る
。

ち
な

み

に
、

懿
者
に

お

け
る

『

摩
訶
止
観
』

及

び

『

止

観
輔
行
松
弘
決
匝

磯

止

観
私

記
』

の

引
用
を
示

せ

ば
、

次
の

と

お

り
で

あ

る
。

止
観
九
云

、

瞥
依
二

成
論

晒

簸
＝

未
来
蝉
4

故
云、

汝
説
未
来

禅
、

将
非
二

我

欲
界
定
の

毘
曇
劉
有

。

尊
　
瞿
沙

。

　
≡

具
出
レ

　
。

仏

備一一
爾
説一

而
論

主

偏
申
耳

。

（

大
正

四

六
・
一
一

八

頁
下）

弘

決
九
云

、

若
依
下

、

弁
二

未
来
有
無
鴻

先
出

慧

二

論
凋

論
家
唯
明
…
欲
定
 

九

三
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宗
性
が

学
ん

だ

天

台
教

学
（

松
　
本）

即
指
二

毘
曇
所
レ

明

未
来
祇
是
欲

定
の

意
者、

斥
三

他
毘
曇
無
二

未

来
禅
｝

故

也
。

馴

ー
　
釈
論
下
次
引
齟

釈

論
ハ

準
＝

仏

意
　

説
。

不
レ

同
二

二

論
随
レ

物
偏
伸
』

（

大
正

四

六
．

四
一

四

頁

上
）

止
観
私
記
九

云
、

文
若
依
成

論
無

未

来
禅
等
者

、

…
…

初

禅
根
本
前
必

有
二

方
便
定
』

於
二

此

少
定一
二

論
不
レ

同
。

毘
曇一

レ

止

　
レ

惑
証
レ

　
、

即
為
二ーー謁 ……文尊者瞿沙等者、

．．，・，・

慧
遠
・

僧
侃
等
古

師
、

皆
云
三

瞿

沙
立

二

欲
界
定
』

応
レ

有
一

出

処一

也
。

更

檢

毘
曇
有
者
指

瞿
沙
非
無
憑
拠
等
者、

…

…

未
到
是
色
定

。

欲
定
是
欲
界。

是

故
二

定
不
レ

可一

相
濫

尋

何
引
一
瞿
沙一

始
分
二

二

別
謁

（
仏

全
二

二

．

＝

〇
一

頁
上

〜

＝

〇

二

頁
下
）

　

宗
性
が

『

摩
訶
止

観
』

の

説
示
に

着
目

し

た

理

由
は
、

欲
界
定
を
肯

定

す
る

尊
者
瞿
沙
の

説
が

『

大
智
度
論
』

に

詳
説
さ

れ

る
、

と

す
る

点

に

あ
ろ

う
。

た

だ

し
、

「

大

智
度
論
』

に

は

明

確
な
典
拠
は

な
く

、

『

止

観
輔

行
伝
弘
決
』

も

「

非
レ

無
二

憑
拠
」

と

す
る

に

留
ま
る

。

証
真
の

『

止

観
私
記
』

は
、

『

雑
心
論
』

に

は

欲
界
定
は

説
示
さ

れ

な
い

、

と
い

う
立
場
を

明
確
に

し

た

上

で
、

尊
者

瞿
沙
の

説
の

典
拠
は

未
詳
で

あ
る

と

し
な
が

ら
、

問
答
を
重
ね

る
こ

と

で

『

摩
訶
止
観
』

及
び

『

止

観
輔

行
伝
弘
決
』

の

説

示
の

意

味
を

斟
酌
し

て

い

る
。

換
言
す
れ

ば
、

『

止

観
私
記
』

の

記
述

に

よ

り
、

『

摩
訶
止

観
』

等
の

説
示
の

意

味
の

理

解

が

容
易
に

な
る
の

で

あ

り
、

『

止

観
私
記
』

引
用
の

理

由
は

こ

こ

に

あ

る

と

思
わ

れ
る

。

　

こ

れ
だ

け
で

は

宗
性
と

証
真
の

関

連
性
は

判
然
と

し

な
い

が
、

こ

の

九
四

年
の

仙
洞
最

勝
講
の

た
め

に

宗
性
が

行
っ

た

研
鑽
の

内
容
の
一

部
は

、

『

天
台
宗
疑
問
論
義
用
意
抄
』

第
六

に

示
さ

れ

て

い

る
。

本
書
は

、

「

建

長

五

年
六

月
十

四

日
嚇

、

於
二

東

大
寺

尊

勝
院

中
堂

正

面
一

抄
レ

之

畢
。

去
五

月

参
コ

勤

仙

洞

最

勝

講
一

之

時
、

自
二

延
暦
寺

智

円

法

印

之

許
ハ

借
ゴ

請
天

台

宗
文
釈
一

之
次

、

不
審
之
釈
処
々

驚
レ

之
、

至

要
之

文
少
々

写
レ

之
。

…
…

」

と

い

う
奥
書
に

よ

れ

ば
、

仙
洞
最
勝

講
の

後
、

⊥

ハ

月

一

四

日

に

著
さ

れ

た
。

智
円

か

ら

借
用
し

た

「

天
台
宗
文
釈
」

を

研
究

し

た

際
、

要

文
を

写
し

た

も
の

で

あ
る

。

四
三

紙
の

ほ

ぼ

全
編
が

、

論

義
の

論
題

、

或
い

は

問
答
を
記

し

た

の

ち

改
丁
し

、

『

摩
訶
止

観
』

所

説
の

十
境
の

う
ち

、

禅
定
境
を

説
示
す
る

巻
九
上

下
の

文
と

、

『

止

観

輔
行

伝
弘
決
』

、

及
び

『

止
観

私
記
』

の

記
述
を

抄
出
す
る

と
い

う
形

式
を

採
る

。

所
収
の

論
題
は

次
の

と

お

り
で

あ
る
（
番
号
は

筆
者
が

付
し

た
）

。

　

 
建
長
元
年
仙
洞
最
勝
講
円
順
問
宗
源
法
印

　
　

問
。

経
文
付
説
三

身
功

徳
。

今
経

所
レ

説
応
身
者、

宗
家
所
立

三

身
中

何

　
　

也

可
レ

云

耶
。

答
。

　

 
岡

ー
也

。

　

 
元

久
三

年
仙
洞
最
勝
講
聖

覚
問

隆
円

巳
講

　
　

問
。

成
実
論
意、

依
二

下
三

無
色一

入
二

見
道一

歟
。

答
。

爾
也

。

　

 
問

。

宗
師

解
釈
中、

以
二

欲

界
定一

亦
名
二

金

剛
三

昧一
文

　
爾
者
妙
楽
大
師

　
　

如
何
釈
レ

智
耶

。

　

 
建
暦
三

年
最
勝
講
経
円

問
顕

尊
大

僧
都

　
　

問
。

大
集
経
意

、

第
二

静
慮
可
立
二

内
浄
支一

耶
。

　

 
問。

成
論

意、

有
学
聖

者
可
レ

得
二

第
八

解
脱一

耶
。
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問

。

婆
沙
論
意

、

退
二

阿
羅
漢
果一

時
、

必

可
レ

退
二

中
閲
二

果一

耶
。

 
天

福
二

年
法
勝
寺
重
尊
問
信
承
僧
都

　
間

。

止
観
中
明
二

四
果
退
不

退
相一

云
、

三

果
退
レ

戒
還
レ

家
毀
コ

失
律
儀一
文

　
爾
者
何
経
説
耶

。

…

…

答
。

 
問

。

妙
楽
大
師
解
釈
中
云

、

背
捨
在
レ

因
、

解
脱
在
レ

果
文

　
靆
者
依
二

何
論

　
文
一

証
二

此

義
一

耶
。

 
問

。

眦
曇
意

、

初
二

背
捨
依
地

可
レ

通
二

欲
界［

耶
。

 
嘉
禄
羚
年
法
勝
嵜
良
盛
問
頼
兼
律
師

　
問

。

成
実
論
意

、

分
コ

別
恵
解
脱
倶
解
脱
の

依
二

滅
尽
定
得
不

得一

歟
。

答
。

 
問

。

後
四

勝
処

所
観
色
可
レ

通
二

仮
実一

邸
。

 
問

。

麟
喩
独
覚
可
レ

値
二

仏
畠
世｝

郷
。

 
問

。

瓔
珞
経
所
レ

説
六
輪
中
可
レ

有
二

鉄
輪｝

耶
。

 
問

。

止
観
中
云

、

普
賢
文
殊
大
入
所
乗
故
名
二

大
乗

険

　
爾
者
何
経

論
説

　
耶・

。

…
…

答
。

　
『

摩
訶
止

観
』

や

『

止

観
輔
行
伝

弘
決
』

に

お

け
る

三

界
内
部
の

実

践
に

関
す
る

記
述
の

理
解
を

間
う
も
の

が

多
く

、

  、

 
以

外
は

、

答

の

立

場
が
記
さ
れ
な
い

。

ま
た

、

 
、

 
、

 
、

 、

 
は

、

右
肩
の

記
載
の

と

お

り
、

最
勝
講

、

仙
洞
最
勝
講

、

法
勝
寺
御
八

講
の

三

講
で

過
去
に

出
題
さ
れ
た
論
題
で

あ
る

。

な
お

、

 
に

は

『

止

観
私
記
』

の

引
規
は

な
く

、

傍
線
を

付
し
た

 
の

問
答

、

す
な
わ
ち

、

建
長
五

年
の

仙

潟
最
勝
講
で

宗
性
が

発
問
し

た

論
題
の

後
に

は
、

『

法
華
経

安
楽
行

義
』

だ
け

が

引

用
さ

れ

て
い

る
。

引
用
は
い

ず
れ

も
長
文
で

あ
り

、

比

較
的

短
い

 
の

記
述
を

例
示
す
れ
ば

、

次
の

と

お
り
で

あ
る

。

　

嘉
禄
元
年
法
勝
寺
良
盛
間
頼
兼
律
鰤

宗
性
が
学
ん

だ
天

台
教
学
（
松
　
本
）

　
問

。

威

実
論
意

、

分
コ

別
恵

解
脱
倶

解
脱

ハ

依
二

滅
尽

定
得
不
得
一

歟
。

答
。

　
両
方

。

若
依
二

滅
尽

定
得
不
得　

者
、

止
観
中
云

、

成
論
得
二

電
光
［

名
二

恵
解

　
脱

ハ

具
得
二

世
間
禅一

名
二

倶
解
脱冖
夊

　
娼

二

解
釈
一

者
、

成

実
論
意

、

分
コ

別

　
恵
解
説
倶
解
脱

い

不
レ

依

骸
尽
定
得
不

得…

見
。

若
依
レ

之

爾
者

、

正

見
二

成

　
実
論
文　

云
、

因
二

滅

尽
定一

故
有
二

二

人
の

不
レ

得
二

此

定一

名
二

恵
解
脱
ハ

得
二

　
此

定｝

者
倶
解
脱
文

　
如
何

。

答
。

　
〈

改
丁
〉

　
止
観
九

云
、

蹴

曇
明

、

得
二

滅
走
一

是
倶
解
脱

、

不
レ

得
二

此
一

定一

但
名
二

慧

　
解
脱

司

成
論
得
二

電
光一

名
二

慧
解
藐
の

具
得
二

撮

問

禅
冖

名一一
倶
解
脱

の

（

『

摩

　
詞
止
観
』

巻
九

上
、

大
正

畷
六
・
一

二

三

頁
下
）

　
止
観
私
記
九
云

、

文
成
論
得
電
光
名
慧
解
脱
具
得
世
禅
名
倶
解
脱
者、

　
問

。

彼
論
賢
聖

品
云
、

因
二

滅
尽
定一

故
有
二

二

人
の

不
レ

得
二

此
定一

名
二

慧
解

　
脱ハ

得
二

此
定…

者
名
二

倶
解
脱

絶
齔

伺

箆
曇
認

何
云
二

不
同

圃

　
答

。

彼
賢
聖

品
且

順
二

毘
曇
』

成
論
又
云
、

但
以

二

如
電
三

昧一

得
レ

尽
二

煩
悩
の

　
故
慧
解
脱
有
二

諸
禅
一

但

不
レ

入
。

凪

今
依
二

此

文
謁

輪
止

観
私
記
縣

巻
九

、

仏

　
全
二

二

・
一
一
一

六

頁
上）

　
『

摩
訶
止

観
』

巻
九
上

で
、

慧

解
脱
と

倶
解
脱
の

分
別
が

、

毘
曇
と

『

成

実
論
』

で

異
な
る
と

説
示
さ

れ

る

点
に
つ

い

て

会

釈
を

求
め

て

い

る
。

『

成

実
論
』

巻
一

（

大
正

三

二
・

二

四

六

頁
下
）

で

は
、

滅

尽
定
を

得
る

の

が

倶
解

脱
と

し
、

こ

れ

は

毘
曇
と

同
じ

見
解
だ

か

ら
で

あ
る

。

こ

こ

で

証
真
は

『

成
実
論
』

巻
一

二

（

大
正

三
二

・

三

三

九
頁
下）

の

所

説
を

引
用

す
る
こ

と

で

『

摩
訶
止

観
』

の

説
示
を
会
釈
し

て

い

る
。

　

本

書
の

構
成
か

ら
、

次
の

こ

と

が

看
取
し

う
る

。

す
な

わ

ち
、

宗
性

は
、

仙
洞
最
勝
講
へ

の

出
仕
の

準
備
の
一

環
と

し
て

、

過
去
の

三

講
以

下
の

論
義
に

お

け
る

出
題
例
な
ど

も
斟
酌
し
な
が
ら

、

「

天

台
宗
文
釈
」

九
瀧
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宗
性
が

学
ん

だ

天

台
教
学

（

松

本
）

を

検

討
し

た
。

具
体

的
に

は
、

右
に

見
た

論
題

の

要

文
と

な

る
べ

き

『

摩
訶
止

観
』

巻
九
上

の

文
を

含
む

観
禅

定
境
の

範

囲
を

研
究
し

た
。

座

右
に

置
い

た

の

は
、

智
円
か

ら

借

り
受
け
た
、

証
真
『

止

観
私
記
』

（

の

記
述
）

を

含
む

天
台

教
学
の

文
献
で

あ
っ

た

ろ

う
。

最
終
的
に

宗

性
は

、

右
の

 
に

あ
た

る

箇

所
を

、

仙
洞
最
勝
講
の

論
題
と

し

て

採
用

し
、

想
定
さ

れ

る

問

答
と

要

文
を

、

予
め

『

仙
洞

最
勝
講
疑
問
論
義
用

意
抄
』

第
六

に

記
し

た
。

法
会
の

後
に

、

論

義
の

問
答
の

詳
細
と

、

後

学
の

た

め

に

残
す
べ

き
典
拠

、

或
い

は

要

文
を

増
広
し

た

上

で
、

『

仙

洞
最
勝
講
論
義
抄
』

第
六

に

詳
述
し

た
。

そ

し

て
、

時
期
的
に

は

『

論

義
抄
』

よ

り
は

早
い

が
、

残
る

部
分
で

宗
性
に

と
っ

て

「

至
要
」

と

思

わ

れ

た

箇
所
を

、

よ

り
簡

略
な

形
で
、

『

天

台

宗
疑

問
論

義
用

意
抄
』

第
六

に

ま

と

め

た
。

本

書
の

 
に

『

止

観

私
記
』

等
の

文
を

記
さ

な

か
っ

た

理
由
は

定
か

で

な
い

が
、

『

安
楽
行

義
』

の

記
述
で

足
り
る

と

み

た

か
、

或
い

は

他
の

二

書
と

の

重

複
を

避
け
た

の

か

も
し

れ

な
い

。

『

天

台
宗
疑

問
論
義
用
意

抄
』

第
六

を

概
観
す
る

に
、

宗
性
が

、

証
真

の

著

作
の

記
述

を
、

「

摩

訶
止

観
』

巻
九

の

記
述
の

理
解
の

参
考
と

し

た

こ

と

は

明
ら

か

で

あ
り

、

過
去
の

法
会
で

出

題

さ

れ

た

論
題
の

解
釈

の

指
針
と

し
て

重
視
し

た
こ

と

も
わ

か

る
。

　

さ

ら
に

、

右
の

過
程
か

ら

は
、

宗
性
の

習
学
の

方
法
を

確
認
で

き
よ

う
。

あ
る

範
囲

に

つ

い

て

の

論

義
や

文
献
を
広
く

収
集
し

、

選

択
し

、

事
後
に

関

心
あ
る

箇
所
を

抄
出
す
る

と
い

う
仕
方
で

あ
る

。

同
様
の

傾

向
は

、

法
華
教
主
論
の

研
究
に

も
見

出
さ
れ
る

。

『

諸
宗
疑
問
論
義
抄
』

九

六

第
一

七

に

よ

れ
ば

、

建
長
四

年
五

月
一

九
、

二

〇

日

の

弘
誓
院
御
八

講

に

宗
性
は

出
仕
し

、

間
者
と

し

て
、

延
暦

寺
の

信
承
と

、

「

問
。

法

花

教
主
三

身
中
為
二

報
身

一

為
当

可
＝

応
身一

耶
。

答
。

此

事
雖
レ

有
二

学
者

異

議
ハ

且

可
レ

存
二

応

身
云

義

也
。

」

と

い

う
問
答
を

行
っ

た
。

同
書

に

は
、

『

法
華

経
』

の

教

主

を

報
身
と

す
る

立

場
か

ら

応

身
説
に

対
す

る

八

項
目
の

問
難
が

収
録
さ
れ

て
い

る
。

こ

の

基

盤

と

な
っ

た

の

が
、

智
円
か

ら

借

覧
し
た

『

法
華
教
主
抄
』

で

あ
り

、

「

法
華
教
主

事
　
以
二

真
言
教
一

可
レ

同
二

法

花一

事
」

と

い

う
内

題
を
も
つ

要
文
集
が

付

属
す

る
。

こ

の

文
集
は

、

『

大
日

経
』

『

大
日

経
疏
』

や

円

珍
『

大
日

経
疏
抄
』

『

胎
金
瑜

伽
記
』

『

阿
字
秘

釈
』

、

安

然
『

教
時

問
答
』

な
ど

密
教
に

立

脚
し

た

記
述
を

含
む

五

三

文
か

ら

成
る

。

弘
誓
院

御

八

講
で

の

論
難
に

は

密
教
色
は

全

く
見
ら

れ

な
い

。

宗
性
は

、

事
前
に

は

台
密
の

教
説
も

研
究
し
た

上

で
、

そ
れ

ら

を

用
い

ず
に

論
難
を

作
成

し
、

事
後
に

『

法

華
教
主
抄
』

を

抄
出
し

た

こ

と

に

な
る

。

四

　
小

結

−
今
後
の

課
題

1

　
以

上
、

証
真
の

著
作
の

受
容
の

形

態
に

着
目

し

な
が

ら
、

宗
性
に
よ

る
天

台
教
学
習
学
の
一

端
を

具
体
的
に

明
ら

か

に

し
た

。

彼
の

研
鑽
に

お
い

て

は
、

法
会
に

お

け
る

論
義
と

習
学

、

そ

れ

に

基
づ

く

論
義
抄
等

の

作
成
が

、

分
か

ち

が

た

く
結
合
し

て

い

る
。

今
後
は

よ

り
広

く
、

各

種
問
答
記
や

論
義
抄
を

相
互

参
照
し
つ

つ
、

そ
の

作
成
の

過

程
と

範
囲

を
明
ら

か

に

す
る

こ

と
、

及
び

背
後
に

広
が

り
を

見
せ

る

南

都
北
嶺
の
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僧

侶
達
に

よ

る

知
の

共

有
の

態

様
を

解

明
す
る

こ

と

が

課
題

と

な

ろ

う
。

例
え

ば
、

『

諸

宗
疑
問
論
義
本
抄
』

第
五

に

は
、

『

法
華
経
』

妙
荘

厳
王

本
事
品
で

聞
品
の

功
徳
と

さ
れ
る

「

法
眼
浄
」

（

大
正
九
・

六
一

頁

上
）

を

大
乗
の

得
益
と

解
す
る

立

場
の

典

拠
と

し
て

、

『

本
理
大
綱
集
』

の

＝

代
五

時
五

時
説
之

文
」

が

「

伝
教
」

す
な
わ

ち

最
澄
の

説
と

し

て

引

用
さ
れ

、

「

宝

治
二

年
七

月
六
日

、

定
尊
阿
闍

梨
勘
］

送
之

」

と

の

注
が

あ
る

。

ま
た

、

『

諸

宗
疑
問
論
義
抄
』

第
二
一

に

は
、

建
長
六

年
（
一

二

五

四）

の

西
園
寺
御
八

講
で

、

宗
性
自
身
が

、

興
福

寺
の

頼
円

に

対
し

て

こ

の

論
題
を

発
問
し

た

と
い

う
記

録
が

あ

り、

典

拠
と

し

て
、

こ

の

文
が

引
用
さ
れ

て

い

る
。

最
澄
に

仮
託
さ

れ

る

『

本
理

大

綱

集
』

は
、

本
覚
思

想
文
献
と

し

て

は

初
期
の

成
立

と

推
測
さ

れ

て

い

る

が
、

現
存
文
献
上

確
認

し
う
る

初
出
は

、

従
来

、

日

蓮
（

一

二

二

二

〜

一

二

八

二
）

『

本
理
大

綱
集
等
要
文
』

に

お

け
る

「

十

界
互

具
文
」

の

引

用
と

さ
れ
て

き
た

。

そ
の

成
立

時
期
は

、

文
永
元

年
（

一

二

六

四
）

乃

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（
3

）

至
建

治
二

年
（
一

二

七

六
）

と

解
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

宗
性
は

宝

治
二

年
（
一

二

四
八
）

に

得
た

、

と

記
し
て

い

る

の

で
、

そ

れ

以
前
に

、

『

本
理
大

綱
集
』

が

最

澄
の

撰
述
と
し

て
、

少
な
く

と

も
｝

部
は

流
通

し
て

い

た

こ

と

の

証
左
と

な

る

可
能
性
が

あ
る

。

な
お

、

証
真
教
学
の

研
究
と
い

う
観
点
か

ら

は
、

他
宗
の

学
僧
に

よ

る

最
初
期
の

受
容
例
と

し
て

の

意

義
を

有
す
る

。

さ

ら
に

、

紙
数
の

関

係
で

全

く
言
及
で

き
な

か
っ

た

が
、

当
時
の

天
台
宗
の

論
義
に

お

け
る

問

答
を

、

宗
性
は

多
数

抄
出
し

て
い

る
。

こ

れ
ら
の

内
容
の

検
討
も

、

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

宗
性
が

学
ん

だ

天

台
教
学
（

松
　
本）

1
　
尾
上

寛
仲
「

鎌
倉
時
代
の

南
都
仏
教
と

天

台
教
学
の

交
渉
」

（
『

天

台
学

報
』

八
、

　一

九

六

七
）

。

尾
上

氏
に

よ

れ

ば
、

智
円
か

ら

借
覧
し
た

の

は

お

お

よ

そ

三
一

点
で

あ
る

。

　
　
　

2
　
永
村
真
『

中

世
寺
院

史
料

論
』

（

吉

川
弘
文
館

、

二

〇

QO
）

、

蓑
輪
顕
量
『

日

本
仏
教
の

教
理

形
成
』

（

大

蔵
出

版
、

二

〇
〇

九）

等
、

参
照

。

ま
た
、

蓑
輪
顕

量
「

『

法
勝
寺
御
入

講
問
答
記
』

に

み

る

論
義
再
考
」

（
『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

六
〇

ー
二

、

二

〇
一

二
）

参

照
。

　
　
　

3
　
例
え
ば

、

山

中
喜
八

「

本
理

大
綱
集
等
要
文
」

（
『

大

崎
学

報
』

　一
一

九
、

　一

九

六
五
）

D

〈

キ

ー
ワ

ー
ド

〉

　
証
真

、

三

講、

『

本
理
大
綱
集
』

（
早

稲
田
大

学
非
常
勤
講
師
・

博
士

九

七
（

文

学
ご
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